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和 真 の 目 由 と は 我 欲 を 文 配 す る こと 





親愛 な る 上 兄弟 姉妹 の 皆様 。 人 崇高 な る アッ ラ 
ー は 他 の 被 造物 と は 異な り 、 私 達人 間 に 、 良 い 
人 間 、 良 い ム スリ ム に な る か どう か と いう 点 で 
選択 を 行なう 責任 を 負わ せら れ ま し た 。 こ の 責 
任 に より 、 常 に 二 つ の 道 の う ち ー つ を 選ぶ 必要 
が 出 て くる の で す 。 こ の 二 つ の 道 に は 様々 な 名 


前 が あり ます 。 信仰 と 信仰 の 否定 、 真 実 と 迷信 、 


善行 と 悪行 、 良 いこ と と 悪 いこ と な ど 。 こ の 真 
実 を クル アー ン は 次 の よう に 述べ て いま す 。 
「 更 に 二 つ の 道 を か れ に 示 し た (で は な い 
か ) 。」 (町 章 第 1 0 節 ) われ は 、 人 間 に ( 正 
し い ) 道 を 示 し た 。 感謝 する 者 (信じ る 者 ) に 
な る か 、 信 じ な い 者 に な る か 、 と 。」 (人 間 章 
第 3 節 ) 

アッ ラー は 、 こ の 重 
要 な 岐路 に お いて 私 達 
を 無力 で 知識 が な く 、 
援助 も な く 孤 独 な 状態 
で 放置 され た わけ で は 
あり ませ ん 。 遣わ され 
た 預言 者 達 や 啓典 に よ 
っ て 、 こ の 二 つ の 道 の 
正 し さ や 誤り 、 益 と 害 
を 明白 に 示さ れ て いる 
の で す 。 私 達 の 祭 高 な 
書 は 次 の よう に 述べ て 
いま す 。 「 こ れ が あな た の 主 の 道 、 正 しい 道 で 
ある 。 わ れ は 訓 戒 を 受け 入れ よう と する 民 の た 
め に 、P 印 を 詳細 に 示す 。」 (家畜 章 第 1 2 6 
節 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 学 者 達 は 、 我 欲 
の 逸脱 し た 望み に 従っ て し まう 人 々 を 『 虜 』 と 
呼び ます 。 こ の よう な 自我 の 欲望 に 対 抗 し 、 ア 
ッ ラ ー の ご 命令 に 従う 人 が 、 真 の 意味 で 自由 で 
ある と し て いる の で す 。 ク ルアー ン は 、 目 我 の 
自己 中 心 的 で 逸脱 し た 欲望 に 従っ て し まう 人 を 
「 自 分 の 思惑 を 、 神 と し て (思い 込む ) 者 」 
(識別 章 第 4 3 節 ) と し て いま す 。 預言 者 ム ハ 
ンマ ド も また 、 自 分 の 自我 を 問い 詰め る 者 が 真 
の 勇士 で や る と いわ れ て いま す 。 
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人 の 自己 中 心 的 な 低俗 な 欲求 は 、 目 ら を ア 
ッ ラ ー の 道 か ら 、 真 実 や 教え へ の 導き 、 矢 か ら 
逸 腕 さ せ 、 し も べべ と な る こと か ら 遠 ざけ ます 。 
自我 の 虜 と な っ て し まう の で す 。 人 に と っ て 上 真 
の 逸脱 、 囚 われ の 身 と な る こと 、 そ し て 東 縛 と 
は これ な の で す 。 人 が 「 そ の 教え と 徳 と 人 間 性 
を 自我 の 欲望 の 犠牲 に する こと 」 と いう 意味 に 
な る この 束縛 か ら 人 逃れ ん る こと が で きれ ば 、 そ の 
時 に こそ 自己 中 心 さ や うぬぼれ 、 思 い 上 が り を 
克服 する こと が で きる の で す 。 正 し く な い 道 、 
不 公正 さか ら 自 分 を 守る こと が で きる の で す 。 
自己 中 心 主義 を 克服 し た 度合 い に 応じ て 、 他 者 

の 悩み や 苦し み を 自分 の も の と する こと が で き 、 
心 や 私 達 の 持て る 力 を 彼ら と 分 か ち 合う こと が 
出来 る の で す 。 

親愛 な る ムスリム の 
皆様 。 今 日 、 こ の 世界 

で は 皆 、 人 類 が 世界 的 
な 深刻 な 問題 を 抱え て 
いる こと 、 こ の 問題 に 
対 し て 世界 的 に よい 衝 
を 必要 と し て いる こと 
を 語っ て いま す 。 し か 
し 個人 主義 や 言葉 上 の 
自由 主 こ の 人 々 に と っ 

て は これ は 難し いこ と 
で し ょ う 。 なぜなら こう し た 人 に と っ て 最大 の 
悩み 、 最 大 の 意図 は より よい も の を 食べ る こと 、 
より よい も の を 着る こと 、 性 的 欲求 を より 満足 
させ る こと 、 一 言 で いう な ら も っ と 陶酔 で きる 
よう な 人 生 を 生き る こと で ある か ら で す 。 こ の 
よう な 人 か ら 世 界 的 な 徳 の 規範 へ の 敬意 を 期待 
する こと は 出来 る で し ょ うか ? 

私 達 の 学者 や 思想 家達 は 、 世 界 的 術 の 二 つ 
の 基本 的 条件 を 「 ア ッ ラ ー の ご 命令 に 敬意 を 払 
い 、 ア デッラ ー が 創造 され た も の に 慈しみ を 持つ 
こと 」 と まとめ て いま す 。 今 日 の 世界 が 深刻 な 
形 で 体験 し て いる 世界 的 な 精神 的 、 道 徳 的 、 政 
治 的 そし て その 他 の 類似 する 諸 間 題 は 、 こ の 二 
つの 条件 に 従っ て 生き る こと に よっ て の み 解 決 
され る の で す 。 
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